
（別紙３）

～ 令和8年　1月　16日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

～ 令和8年　1月　16日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動前に活動の目的やねらいを共有し、児童ひとりひとり

の関わり方、目標をみんなで決めている。

・活動での様子を振り返る

2

今後も一人一人の児童に対して全職員が理解を深め、チーム

で意見を出し合い、必要な支援を行っている。

・活動を通しての児童の様子を定期的に振り返る時間をと

る。

○事業所名 チャイルドサポートなは

○保護者評価実施期間
令和8年　1月　5日

○保護者評価有効回答数

令和8年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年　1月　16日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・活動プログラムが固定化しないように工夫している。 ・子どもが主体となって話し合う場や、児童の「やりた

い！」の声を拾い、活動に取り入れている

・曜日によって利用する児童が異なるため、活動が被らない

様に工夫している。

・年間を通して大きなイベント、季節の行事も取り入れてい

る。

定期的に全職員でモニタリングを行い。現状の様子、成長段

階に合わせて、支援計画の見直しの必要性を判断し、適切な

見直しを行っている。

ミーティング他、全職員で様々な情報を収集したうえで、利

用児のアセスメントをとり、一人一人に合った計画を立て、

見直しを行っている。

・児童について話し合う日を曜日を固定して行なっている。

事業所における自己評価総括表公表



3

環境を活かした安心、安全な空間を提供します。大きなイベ

ントは開催数が少ないため、今までとは違うイベントも開催

できるようにアイディアを出し合う。

・場所を確保するための事前準備を早めに計画を立てておこ

なっていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

年間行事を作成、配布しているが、併せて当月の行事を掲

示・配布する事で、行事への理解や参加意欲を高めることを

目的とする。

2

チャイルドの様子ややったこと、今後の取り組みを記載した

お便りを作成し、保護者さんの周知へと繋げていく。

3

近所の公園や児童館が子ども同士の交流の場となっている。

地域イベントの情報を収集し、地域との交流の場を広げてい

く。

地域での活動を実施したいが中々開催できない。 ハロウィンイベントを通して地域のかたとの交流を行なえた

が頻度が少ない。事業所でのイベント開催にとらわれず、地

域イベントに参加する等、出来ることを少しづつ行っていき

たい。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者会、茶話会、親子レク、保護者参加可能な研修会等、

保護者同士、スタッフとの交流の場を設けている。様々な関

りを持つ事で気軽に相談できる関係性を作るを目的としてい

るが、ご家庭の都合等で参加が少ない。

年間行事をたてているが事前告知がおそい。

事業所では、事故防止、緊急時対応、防犯、感染症対策等の

マニュアルを作成し、保護者へ周知、説明している。また、

発生を想定した訓練を実施しているが、共有不足で実施して

いるか分からない。

やったこと、その時の様子を口頭で伝えているが印象として

は薄いと思われる。実施したことを見える化していない。

他事業所との交流の場を設けている 法人内の他事業所と土曜日、祝日、長期休みは交流活動を実

施している。交流活動だけでなく、施設見学、遠足、クリス

マス会等のイベントも開催。


